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 動 機 効 果 意 思 表 示 意 思 表 示 行 為  

 

 

設問１ αが要らなくなったので， αを 500円で売ろう。 αを 500円で売ろう。 「αを 500円で売ろうか。」  

 

 

設問２ 省略 

なお，Ａは，Ｂとの同棲生活を

解消するためにとくに金員を支

払う意思はなく，また，Ａは，当

時一介のサラリーマンであっ

て，その収入からして将来 2000

万円をＢに支払えるとは考えて

いなかった。 

Ｂと別れるに際しまして私

が今後自力で稼ぎました金額

の内から将来金 2000万円を支

払います。 

「Ｂと別れるに際しまして私

が今後自力で稼ぎました金額

の内から将来金 2000万円を支

払います。」 

 

 

 

設問３＆４ 不明 

 

Ａは子をＢに贈与しない。 

Ａは丑をＢに贈与する。 

 

 Ａは子をＢに贈与する。 「Ａは子をＢに贈与する。」  
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契約の成立 契約の終了 

有効要件 効果（主なもの） 債務者（要件） 債権者（効果） 成立要件 

申込みの意思表示と 

承諾の意思表示との合致 

（522条1項） 

―契約の主体（１） 

意思能力（3条の2） 

行為能力（9条本文等） 

債権の発生 

（債務） 

債務の弁済（履行） 

（債権） 

債権の消滅（473条） 

（債務） 

―契約の主体（２） 

意思表示（93～96条） 

債務不履行 

（債権） 

―契約の内容 

強行規定違反ではないこと 

（91条参照） 

公序良俗違反ではないこと 

（90条） 

  ――履行遅滞 

   （412条） 

強制履行（414条1項） 

解  除（541条） 

（→原状回復（545条）） 

＋ 

＋ 

損害賠償（414条2項） 

損害賠償（545条4項） 

損害賠償（415条1項） 

↓ 
不成立 

↓ 
無効、取消し→無効(121条) 

(→原状回復（121条の2）)   ――履行不能 

   （412条の2） 

強制履行 

解  除（542条） 

（→原状回復（545条）） 

＋ 

損害賠償（415条2項） 

損害賠償（545条4項） 

  ――契約不適合 

  ――その他 
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